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 滝尾校区公民館に１４名が集合し、３台の車に分乗し日田市を目指して出発した。 

午前９時に日田市小野地区の土砂災害現場に到着した。防災士の石井幹夫氏に連絡し、古

民家カフェにて出迎えを受け、民家を改装したカフェ

にて災害当時の模様を伺った。 

 梛野集落の地勢から発災時の様子まで１時間に亘

り聞くことができた。 

その中でも、災害時には集落の公民館に避難すること

を決めていたこと、豪雨の日の１時過ぎに、インター

ネットで線状降水帯を確認したので、避難準備情報も

でていなかったが、すぐに避難を開始したことで、近

くの高齢者を土砂災害から救うことができた。５年前の

経験が早期の避難に繋がったそうである。その晩は１５

名で公民館に宿泊した。 

 翌日６時過ぎは小康状態で静まり返っていたので災

害は終わったとの思いであったが、山の様子は異様な感

じを受けた。住民は農道から山の様子を窺っていたが２

０分後に崩落した。 

後に、この時の写真を見たら、山の中腹から水が噴き

出ていた。この時に気が付けば、３分前に会った消防団の人に、注意を促すことができた

であろうと残念でならない。救える命を救えなかったことが悔やまれてしょうがないと語

ってくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 次いで、九州自動車道にて鳥栖を経由し熊本空港 ICから益城町テクノ団地の災害仮設住

宅を訪問し、「みんなの家」にて説明を受けた。 

 説明は、この仮設に暮らす避難者の見守り

サービスを行っている「地域支えあいセンタ

ー」を運営する NPO キャンナスの職員であ

る安武氏と、一般社団法人「ACT くまもと」

の寮氏より、現状と活動について話をしてい

ただいた。当初、５１６戸１，３００人の避

難者が現在は４２３戸、１，１４４人となっ

ている中で、仮設住宅での「心のケア」「コミ

ニュティづくり」「自立支援」「自治組織活動

支援」を開始し、「孤立化」［孤独死］を防ぐ活動を行っている。 

 具体的には、毎週平日に「おしゃべりカフェ」を開催してい

るほか、全戸を対象に見守り活動を実施している。また水道の

メーターが稼働しているかチェックしたり、イベントの案内を

手渡しで配布したりして、その都度、安否・体調確認など行っ

ている。最近では子供の不登校が増えつつあり、対策が求めら

れている。 また、みなし住宅に住む人たちにも情報の提供を

行って交流会を開催している。  

※参考 

熊本地震では５０名の犠牲者、関連死１９７名、二次災害で５

名、負傷者２，３２３名、１９７，３４３棟の被害、仮設住宅は３，７５４戸、みなし仮

設１３，４６１戸、公営住宅に８５９戸が入居。 

熊本県の住宅再建支援策は①リバースモゲージ型住宅融資の金利助成、担保は銀行が有す

る②住宅再建借入額８５０万円の利子を県が負担、③引っ越し費用１０万円、④民間住宅

賃貸２０万円などがある。 


